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川地自主防災連合会



<はじめに>

平成 20年 (2008年) 9月 16日、川地自主防災連合会を設立してから

1 7年が経過しようとしています。

昨年度は、 6月 14日、防災会議を開催し、出水期前防災関係者に集まっていた

だき災害対応の確認をしました。

7月6日には川地中学校自衛隊防災講座を開催し、けが人の搬送方法などを学び、

避難所での対策については、引き続き三次市自主防災活動補助金を活用し、非常食

や保存水の備蓄、地域避難所の掲示板設置などを行いました。

また、川地防災士会からは、かわちだよりへ防災における豆知識を寄稿していた

だきました。

今年度においては、災害時における対応、連絡体制の徹底、日頃から防災意識の

高揚のための研修等に努め、地域の安心、安全に取り組んでいきたいと思います。

令和 7年4月

川地自主防災連合会
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1 開会

2 はじめに

3 議事

報告

総会次第

令和6年度川地自主防災連合会事業報告及と脳動補助金決算

議案

令和7年度川地自主防災連合会事業計画及的苦動補助金予算(案)

4 閉会
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報告①1

令和6年度事業報告

月 ! 日程 内容

4月 14/26 (金)I総会

6月 16/7 (金) I防災士会からのお知らせ(かわちだより(梅雨時期への備え))

6/14 (金)I防災会議

出水前に次の事項を確認し、災害発生時の対策準備とした。

(ハザードマップ・避難経路・災害要支援者・避難所開設・避難所備蓄

品・緊急連絡方法・地域の危険箇所・地域内の各避難所・常会内への注

意喚起・地区関係者との連携・キキクルなど)

6/18 (火)I自主防災連合会役員会

• 7/6川地中自衛隊防災講座内容説明、単位自主防災会へ参加要請

・三次市自主防災活動補助金 (28万円)の使用について希望提出周知

7月 17/6 (土) I 川地中自衛隊防災講座を開催 70名参加

(自衛隊の活動内容、災害派遣時の体験談、体験コーナーとして心肺蘇

生、ロープ結成止血手当、けが人の搬送を体験)

7/16 (火)I自主防災連合会役員会

・三次市自主防災活動補助金 (28万円)の使用状況、使用見込み周知

・熊野東防災交流センターの視察提案 * 10/9 募集チラシ 日/1

実施

8月 1 8/20 (火)I自主防災連合会役員会

-浸水想定ポスター及び地域避難場所掲示板作成希望の取りまとめ周

知

9月 19/9 (月) I防災士会からのお知らせ(カわちだより(台風への備え))

12月 I 12/9 (月)I防災士会からのお知らせ(かわちだより(冬季への備え))

3月 13/7 (金) I防災士会からのお知らせ(カわちだより(地震への備え))



通年 6月--9月 三次市自主防災活動補助金 (28万円)により、非常食、飲料、

机、イスなどを購入、整備した。

n
，』



通年 6月--9月 三次市自主防災活動補助金 (28万円)により、非常食、飲料、

机、イスなどを購入、整備した。
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報告①-2

令和6年度 【JII地自主防災連合会費】収支決算書

収入 単位:円

区 分 予算額 決算額 備 考

三次市補助金 280，000 280，000 三次市自主防災組織活動補助金

雑収入 。 。
dEb2 h 言十 280.000 280，000 

支出 単位:円

区 分 予算額 決算額 備 考

防災に関する啓発、研修
70，000 。

及び訓練

地域避難場所の防災資機
200.000 280，000 非常食、保存水、イス・机、救急セット

材の整備

避難行動要支援者に係る
10，000 。

個別避難計画の作成等

d口b悔 計 280.000 280，000 
」

(参考)費目別内訳

非常食 156，126 

保存水 59，554 

生活物資 64，320 

dロh 計 280.000 

令和6年度監査報告

川地自主防災連合会会計の収支決算書及び関係書類について監査した結果、会計処理、その他
適正に処理されていることを認め報告します。

令和7年半月 /1日
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議案①1

令和7年度事業計画(案)

月 | 日程

4月 I 4ノ25(金) I総会

内
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5月 I 5/20 (火) I自主防災連合会役員会
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-防災会議の開催について

-川地中合同防災講座の内容について

-三次市防災活動補助金の予算使用計画について

6月 I 6/12 (木) I防災会議

6/28 (土) I川地中学校合同防災講座

日本赤十字社防災セミナー

内容 日本赤十字社の紹介、災害エスノグラフィー(広島

水害の事例より)

7月 I7/15 (火) I自主防災連合会役員会

-防災週間 (8/30--9/5)における活動について

・防災の日 (9/1)

8月 -防災週間 (8/30--9/5)における活動

通年 三次市自主防災活動補助金 (28万円)による活動

・非常食、飲料などの整備

・浸水想定ポスターの作成

.避難場所掲示板の作成
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令和7年度

収入

議案①一2

【JII地自主防災連合会費】収支予算書(案)

単位:円

区 分 予算額 備 考

三次市補助金 280.000 三次市自主防災組織活動補助金

雑収入 。
dEhヨh 計 280.000 

支出 単位:円 ‘・

区 分 予算額 備 考

防災に関する啓発、研修
20.000 講師謝金、訓練実施に伴う諸経費

及び訓練

地域避難場所の防災資
250.000 

地域避難所における生活物資、機械器具、
機材の整備 消耗品、浸水深想定ポスター等

避難行動要支援者に係る
10，000 戸別避難計画作成取組みに係る諸経費

個別避難計画の作成等

dEhコh 言十 280.000 
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川地自主防災連合会規約

(名称)

第 1条 この組織は、川地自主防災連合会(以下、「本会」と略す。)と称する。

(活動の拠点)

第2条本会の活動拠点は次のとおりとする。

( 1 )平常時は川地連合自治会が所在する川地自治会館とする。

同 (2 )災害時は川地自治会館、あるいは災害に応じて特別に設置した災害対策の

ための場所とする。

(目的)

第3条 本会は、川地連合自治会区域の自主防災組織が、互助の精神に基づいてお

互いが助け合い、緊急事態に対応するための連携と防災活動の充実を図り、もって

災害に強いまちづくりに資することを目的とする。

(事業)

第4条本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。

( 1 )防災体制の確立及び連携に関すること。

(2)災害時の情報収集・伝達及び対応策に関すること。

(3 )防災活動の調査研究及び防災意識の高揚に関すること。

(4)防災訓練等の実施に関すること。

(5)その他の防災に関すること。

(会員)

第5条本会は、 JII地地区の①上川立上②上川立中③下川立地区④岡城⑤中の村⑥

志和地⑦瀬谷⑧秋町の8単位自治会の自主防災会(以下、 「単自防災会)という。)

及び川地防災士会の会員で構成する。

同 (役員)

第6条本会には次の役員を置く。

( 1 )会長 1名

(2)副会長 3名(単白防災会会長2名・川地防災士会代表)

(3 )理 事 会長・副会長を除く単自防災会会長

(4)事務局長 1名

(5 )防災委員 若干名(現在:村岡、玉岡)

2 役員は、単自防災会代表者によって互選する。ただし、防災委員は、会員の

防災有識者の中から会長が指名したものとする。

3 役員の任期は、}II地連合自治会の任期と同じにする。再任は妨げない。
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(役員の任務)

第7条会長は、本会を代表し、災害発生時は応急対策の指揮をとる。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を行う。

3 事務局長は、本会の事務及び会計処理等にあたる。

4 防災委員は、本会の活動に対して意見、提言を行う。

(会議)

第8条 本会の会議は、定例総会、臨時総会および役員会とする。

2 定例総会は、年度当初に川地連合自治会総会と併せて実施する。

3 臨時総会は、役員会または会長が必要と認めたとき、定例総会に準じて招集

する。

4 役員会は前条第6条の役員をもって構成する。

(活動規程)

第9条 本会は、災害の予防及び防止を図るため、「川地自主防災連合会活動規程」

を別に定める。

(付則)

1. この規約は、平成20年 9月16日から実施する。

2.平成24年4月27日、規約の一部を改正する。

3.令和 3年 4月28日、規約の一部を改正する。(第5条会員及び第6条副会長

改正)

-7-



川地自主防災連合会役員

役 職 氏名 備 考

1 会長 久保田博昭 川地連合自治会会長

2 副会長 中河博司 志和池自主防災会代表

副会長

3 副会長 森田健二 川地防災士会代表

4 防災委員 村岡静明 防災有識者

... ・ 5 防災委員 玉岡秀利 防災有識者

6 理事 境辰夫 上川立上自主防災会代表
咽F

7 理事 福本幸則 上川立中自主防災会代表

8 理事 久保田知可治 下川地地区自主防災会代表

9 理事 村岡静明 岡城自主防災会代表

10 理事 国政裕次郎 瀬谷自主防災会代表

11 理事 末園富雄 中の村自主防災会代表

12 理事 田中佳博 秋町自主防災会代表

13 L事務局長 前川渉 川地連合自治会事務局長
」一一

， 
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川地連合自治会・川地自主防災会

会長久保田博昭様

川地防災士会

防災土育成事業に係わる支援金補切要望書

令和7年3月31日

会長 森田健二

下記の通り、川地自主防災連合会を構成する、川地町内の単位自治会に於いて、防災
士の不在単位にて防災士を育成して、地域の防災力を上げるl必要があります。

その為にも、市の補朗盆と責会の支援釜を活用して、町内の防災士の充実をしていき
たいと考えます。その為に少しでも受講者の費用負担を削減したいと存じます。
以上を鑑みて、何卒ご理解頂き、英断をお願いします。

事 業 名i防災土育成支援事業. 
. 

事 業内容とi令和7年より、防災士の充実まで。単年度!こ1名程度とする。
i単位自治会で、 2名程度の防災土を育成する。

計 画i但し、女性防災土の育成が念願となっています。
目. 

トー

事業 内 容i防災土不在の単位自治会において防災土の資格取得に係わる支援。

各単位自治会に於いて、防災についての知識を有する防災士を
目 的i募集・育成することで、防災土の結束を強め、地域住民への啓発活動

:を進め、地域の防災力の向上へ繋げていきたい。. 
目

要望支援額 30.000円/年度

-講座受講料:63. 800円(令和 7年3月現在)
次市より、防災士育成補問主30.000円を出して頂けます。

金 額 の -不足分の、 3. 800円と交通費が自己負担となります。
算 出 根 拠: ・不足分は、単位自治会にての朋成ち一つの考えと存じます。

-舎年は、 7月・ 11月頃に開請される予定です。申し込みは先着順
となります。

優 先 育 成.上川立上・土川立中・中の村・瀬谷の欠員自治会
自 ご/L口A 会!その後、単位1名の自治会. . 

次市防災土ネットワーク・川地防災士会に加入すること。
条 件j ・防災土の活動に参加し、スキルアップする等研讃を積む。

• 3年に一回、被君、被命普通講習を受講すること。 (3時間). . . . 
川地防災士会事務局. 

問い合わせ先 j
8:090-6845-4879 . . 


